
対象案件  北広島市新庁舎建設基本計画（案） 

意見募集期間 平成 25 年 8 月 1 日（木）から平成 25 年 8 月 31 日（土）まで  

担当部署(問合せ先） 総務部 庁舎建設推進課 電話 011-372-3311 内 899 

意見提出件数 

意見提出者数   6 人  

意見提出件数  12 件  

 

提出のあった意見の概要  
市の考え方 

（案を修正したときは修正内容）  

 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別紙のとおり 

 



北広島市新庁舎建設基本計画（案） 

番号 提出のあった意見の概要 市の考え方（案を修正したときは修正内容） 

1  “基本的な考え方の(4)省エネルギー対策、環境に配慮した庁舎を建設する”ことに賛成である。 地球温暖化防止などに資するため、環境負荷の低減に配慮するとともに、太陽光発電などの自然エネルギー等

を有効利用し、省エネルギー・省資源に配慮いたします。 

2  庁舎敷地内の全面禁煙を望みます。 庁舎敷地内の全面禁煙につきましては、受動喫煙による健康への影響を考慮しながら、基本設計の中で判断し

てまいりたいと考えております。 

3 

 

 日本国憲法9条の記念碑建立を提案します。 記念碑の建立につきましては、市が現在進めている平和推進事業の中で判断して行く内容であると考えており

ます。 

4 現在の中央会館にあるような小会議室、中会議室、大会議室に相当するものもプランの中に入れていた

だきたい。 

新たに建設する庁舎につきましては、引き続き多くの市民の方々が会議室などとして利用可能な施設として、

使いやすく親しみやすい空間の整備に努めてまいりたいと考えております。 

なお、旧広葉小学校跡施設が平成 26 年度より多種多様な貸出スペースを持った地域交流施設として利用開始

される予定でもあり、防音仕様の交流室やダンスの練習等に利用できる交流室など、使用方法に合わせた交流室

を整備する予定でありますことから、利用目的に合わせて、より多くの市民が利用できるようになるとともに、

利用者の満足度の向上につながるものと考えております。 

5  本庁舎本体の建物のデザインについてですが、積雪、凍結等寒冷地帯という酷しい條件を念頭におき平

面的には矩形、立面的には直線とし絶体的に斜面、曲面、凹凸面は極力排除しあくまでもシンプルなデザ

インに徹し積雪や雨水の漏水などトラブルの発生しない構造とすること。 

建物のライフサイクルコスト（建設費＋維持管理費）を考慮した耐久性が高く維持管理のしやすい新庁舎を目

指すとともに、設計及び施工段階において常に高いコスト意識を継続して持つことによりトータル的なコスト縮

減を計ってまいります。 

6  省エネ、CO2削減の観点からも新庁舎設計に当って屋上部分は有効活用出来るような広大な平面積を確

保し、発電効率の最も優れた太陽光発電機を含むハイブリッド形式の機械を設置しできれば庁舎全体の電

気使用量を全量賄えるようにすれば理想的であると考えます。 

省エネやCO2削減の観点ならびに階高や構造等についても、ご意見を参考に検討を行いながら進めて参りたい

と考えております。 

入札等契約事務に関しましても、法律、条例、その他関係法令等を遵守し、適正に執行してまいります。 

7 庁舎本体の階高の件でありますが、仮に上記の太陽光発電装置などを設置するとすれば出来るだけ大屋

上面積を広大に確保する必要があります。さすれば出来る限り階高を5階程度に押えると床面積を広く確

保出来ます。 

又低階層構造にすれば地震に対する耐力度も大きくなり、建築工事費も低層階高にすれば相対的に安く

なる。 

公用車の駐車場は鉄骨構造として屋上を全面太陽光発電装置を設置できるようにする。 

設計図書が完成したとしても、最終最大の入札の問題がある。入札に際しては情報管理をしっかりと行

ってほしい。 

8 当面切迫している諸問題に優先して庁舎を建設する必要性があると言い切れるのだろうか。 昭和 43 年に建設された市役所本庁舎は耐震性能の不足や設備の老朽化に加え、庁舎全体が 6 箇所に分散して

おりわかりにくく、障がい者や高齢者にも利用しやすい施設にはなっておりません。また、狭隘化や強度不足に

よるエレベーター等のユニバーサルデザインへの対応の限界など、様々な課題を抱えております。 

また、市役所庁舎は不特定多数の方が利用する公共施設であるとともに、市民の皆様の大事な情報をお預かり

し、それらをしっかりと管理する一方、災害時には災害対策本部が設置され、被災者の支援、復旧･復興など行

う重要な防災拠点となる施設でありますことから、災害に強い庁舎の整備は喫緊の課題と考えております。 

現時点では、新庁舎建設事業の総事業費を 40～50 億円と想定しておりますが、建物のライフサイクルコスト

（建設費＋維持管理費）を考慮した耐久性が高く維持管理のしやすい新庁舎を目指すとともに、設計及び施工段

階に常に高いコスト意識を持つことによりトータル的なコスト縮減を図ってまいります。 

財源については、庁舎建設基金や地方債による借入金を活用していくとともに、その他の財源確保のための方

策として国庫補助金などの活用も検討いたします。財政状況の見通しとしては、過去の大型事業の返済が減少傾

向にありますことから、毎年の返済額は、現在の水準を維持できる見込みです。 

また、新庁舎には保健センターや地域子育て支援センターも合わせて整備し、健康づくりや育児交流の場とな

るよう施設の充実を図ってまいります。 



番号 提出のあった意見の概要 市の考え方（案を修正したときは修正内容） 

9 ・独身及び新婚の若者層と子育て世代に目を向けた知的未来指向のあるまちづくりを目指すべきである。 

・戦略的企業誘致を図るべきである。 

・北広島市は何と明るく美しい夢や希望が持てるところだろう。行ってみよう。住んでみようと思えるま

ちづくりに努め、多くの人々に愛されるアクションプランを続けるべきである。 

 ①知的文化都市を目指すこと。 

 ②エンターテイメントのあるイベントに満ちたまちづくりに努めることを柱にする。 

・シンボルタワーとしてビジュアル的に大衆へ発信できる機関場所（位置）を建築物として建てるか今回

の計画の中の建物の中に置きエンターティナーを採用すべきである。 

昭和 43 年に建設された市役所本庁舎は、耐震性能の不足や設備の老朽化に加え、庁舎全体が 6 箇所に分散し

ておりわかりにくく、障がい者や高齢者にも利用しやすい施設にはなっておりません。また、狭隘化や強度不足

によるエレベーター等のユニバーサルデザインへの対応の限界など、様々な課題を抱えております。 

また、市役所庁舎は不特定多数の方が利用する公共施設であるとともに、市民の皆様の大事な情報をお預かり

し、それらをしっかりと管理する一方、災害時には災害対策本部が設置され、被災者の支援、復旧･復興など行

う重要な防災拠点となる施設でありますことから、災害に強い庁舎の整備は喫緊の課題と考えております。 

したがいまして、今後も、いただいたご意見などを参考に、新庁舎建設事業を優先施策とし、実施してまいり

たいと考えております。 

加えて、新庁舎には保健センターや地域子育て支援センターも合わせて整備し、健康づくりや育児交流の場と

なるよう施設の充実を図るなど、子育て世代に配慮した施設としてまいります。 

10 ①北国の庁舎として北海道の先進事例となるような取り組みをできるだけ取り上げ、北海道、北広島市に

貢献する。 

②その先駆的な取り組みが市内の事業者の開発、あるいはすでに開発中でありながらあまり一般的でな

い、もしくはもっと一般化したいものの納入事例になるようなことを取り上げることで、地元企業のレベ

ルアップ、発展の機会を図る。 

地球温暖化防止などに資するため、環境負荷の低減に配慮するとともに、太陽光発電などの自然エネルギー等

を有効利用し、省エネルギー・省資源に配慮いたします。 

11 「市内の企業、事業所に市役所建設の際、建築、設備、備品について採用してほしいものを募る」とい

うことを基本計画に入れてほしい。 

市内の企業、事務所に市役所建設の際に、建築、設備、備品について採用して欲しいものを募るとのご提案に

ついては、今後実施する基本設計や実施設計の段階において判断してまいりたいと考えております。 

12 「グリーン庁舎のメッセージとして、「待合所にグリーン」を積極的に設置する」 敷地内の緑化や庁舎周辺の環境、まち並みに配慮し、潤いと親しみのある庁舎にしたいと考えております。 

 


